鈴木会長　　商工会議所青年部と商工会青年部というのは、名前もよく似ていますし。

よく間違えられますよね。監督官庁も同じですけれど。振り返ってみるとあまり直接的な交流がないですね。目的とか枠組みの違いがあるんでしょうが・・・。

松村会長　　お互いそれぞれに、性格の違うところもありますでしょうが、兄弟のようでありながら、なぜ今まで、こういった機会がなかったのでしょうね。

鈴木会長　　商工会さんは40歳定年ですよね。私どもは、35歳～年齢制限無しまで、それぞれの青年部で決めています。45～50歳ぐらいが多いと思うんですが、それぞれの地域での事情にもよります。商工会議所があっても、青年部がないっていうところもまだあります。

全国の組織が出来て去年で20年になりました。各地で青年部が出来て、それが県連を作ったり、ブロックを作ったりして、ゼロから組織を立ち上げたので、組織作りや会員の交流や研鑚などが今まで活動の中心でした。それはそれでとても必要な事でしたが、20年経った今年、打ち出している課題が二つあります。

一つは、3万人のメンバーに対して、もっと具体的にビジネスのチャンスを提供して、ビジネスのネットワークが作れないかというものです。もう一つは、自分たちの田んぼに水を引っ張ってこられるような力を発揮しないと、全国の組織である意味合いがなくなるんじゃないかと。

　　　　　　ビジネスプランコンテスト。これは、新しいビジネスプランを全国から掘り起こすということも狙いではありますが、 “ビジネスプラン”というフィルターを通して、今、自分がやっている仕事、自分の会社、自分の店を検証し直してみる。企業の方に頭を下げまして、500万お金を集め、賞金として渡そうというものです。わかりやすいでしょう？ 11月締め切りで只今募集期間中です。

　　　　　　今年私どもは、“エンジェルタッチ”と名のいうグループウエアを開発しましたので、それにＢｔｏＢの仕組みを載せて、メンバーの3万人で、売りたい・買いたいから始まって、さまざまな事業提携などがどんどん出来るようになればいいなあと思っています。最終的には、人と人との問題ですね。ビジネス交流会とセットで、今年、全国何カ所かで展開するんですけども。

松村会長　　私どもも同じ考えです。私も最終的には方法論よりも、気持ちが通っているかどうかが一番大事だと思っています。

　　　　　　就任してから36県青連ほど回ったんですよ。ちょうど施策の変わり目の時期でして、我々は本当に守られていたなと実感しました。国が2分の1、県が2分の1負担する青年部･女性部活動推進費が単会に50万円ずつきていたんですね。ところが、骨太事業に変えましょうよとなりまして、提案公募型で県に対して補助されるようになったわけですが、意図が伝わらないんです。じゃあしょうがないということで全国行脚をやりました。

まずは行って、話をして、こういう変わり目の時だから、ステップアップ事業をやって成果主義にしなさい、補助金は減るものじゃない増やすものなんだと、増やして何をやるかが大事なんだという話をしながら取り組んできました。

全青連では『青年よ大志を抱け支援事業』という事業を私が会長に就任した２年前から取り組みはじめました。三重県の自動車業界で立ち上げたサンズというベンチャー企業なのですが、そこが３００万円部門を受賞して今、頑張っています。今までは、商工会は儲けたら駄目だよという感覚が強くありました。ところが、営利は駄目だけれど、収益事業はどんどんやりなさいという具合に変化してきました。そこで、助成金を作りながら、組織を利用して、成功する人を輩出したいと考えました。長いスパンで、受賞した人たちが成功して組織に還元し、またビジネスのための支援金に充てていこうと思っています。

青年部員7万人、商工会会員110万人のネットワークの構築をすることは、大きな市場になるんだという感覚を作っていきたいと考えています。

鈴木会長　　こんな厳しい時代に、自分の商売をやりながら会長の任務を遂行していくというのは「厳しい時代にそんなことやっている暇あるの」っていう声もちらほら聞こえないではないです。戦後復興、これは、もの凄く先輩達が大きな努力をされた、この事は私は尊敬もしているし評価もさせて頂きたいなと思うのですが、その時代っていうのは、とにかくがむしゃら頑張ればよかった時代であったと、思うんですね。それが通用しなくなってきた。みんな一生懸命やっているんだけど、なかなか結果が出ないんですよね。自分の企業の事とかだけ考えてやっていれば良かった時代ではなくなってしまったのですね。一人で悩んで一人でやっていても、なかなか埒があかない時代である。とすれば、知恵を集めたり、力を合わせたりすることがとても必要とされる時代ではなかろうか。

　　　　　　今、役に立たない商工会議所青年部であったり、商工会青年部であるとすれば、それは元々要らない組織だったのかもしれないと私は思っているんですよ。

松村会長　　そうですね。

鈴木会長　　自分の商売をしっかりするために会に属しているわけです。そして自分たちの商売を通して、社会貢献をしよう。その為にはもっともっと役に立つ商工会議所青年部、商工会青年部にならなきゃいけないんじゃないかなと思います。

松村会長　　まさしくその通りです。家業ありきでやりながらも、会長としての役職もこなしていかなければと思っておりますし、多忙極まりないですよね。しかし無駄な時間を削っている中で、ますます再認識するのは「やっぱり家業ありきだな」ということです。その事をもう少しはっきりと伝えていく事が、組織の活性化につながると思っています。新しい会長さん方に、はっきり言ったんですよ。「責任と義務でやる会長さん方は、辞めといた方がいいよ、この組織は」と。やはり会長さん自身が、自分にとって得になるんだという意識を持ってもらいたい。トップとしてそういう観点を持ってやることが、次の部員たちに伝わっていく。

鈴木会長　　今、松村会長のお話を伺っていて、意を強くしました。全国の会長をスタートさせるにあたり、自分の中で、決心し、全国を回って全国の単会の会長さんにお話していることがあります。私の場合、来年の3月で任期が終わるのですが、その時に、「全国の会長をやったから、自分の商売が良くなった」って言えるようにしなければいけないということです。それが多分全国の若い経営者にとっては、一番明確な、そして、解りやすいメッセージになるのではと思っています。私達はどうして集まっているのかって言えば、自分の商売をしっかりするためですよね。その結果として、その中で、一番忙しくて、一番大変な思いをする会長が、一番商売が伸びたっていうふうに言えればいいですね。

松村会長　　まさしく、おっしゃる通りだと思います。

鈴木会長　　同じような年代で、同じような地域の中で、もしかしたら、ある部分同じような、似たような活動をしている商工会さんと、商工会議所青年部の間で、ビジネスというところの共通するものの中で、何かもっともっと具体的に、力を合わせていける部分があれば、と思います。

松村会長　　そうですね。私の中では、商工会議所とか商工会とかって、あまり無いですね。私は会長さんたちによく言うんです。「君たちは今日、来られるだけの事業がある。しかし、7万人の中には、今日、自分が抜けると、会社が止まってしまうという人間もいるかもしれない。その人たちの為に、施策を考えるのが君たちの仕事だ。」ってね。

　　　　　　それと、やはり世代交代の必要性を感じますよね。親会の大先輩の会長方は40年来ずっと一時代を引っ張ってきた60代、70代、50代の方々なんですね。

鈴木会長　　商工会議所とは違うかもしれませんね。商工会議所の今の会頭さんとか副会頭さんは、商工会議所青年部の出身の方って少ないんですよね。まだそういう年代に、我々の先輩が達していないということも一つあるのかもしれませんが、もう一つは、JCさんの経験者の方が、商工会議所のリーダーになられるというケースが多いのかもしれません。全国を回って会頭さん副会頭さんとお話ししていると、「私もJCでしたよ」っていう方が随分いらっしゃるんです。青年部から親会のリーダーになるっていう流れがまだ作られていないというのでしょうかね。これから5年ぐらいすると、けっこう変わってくると思いますがね。

松村会長　　多分そうでしょう。

鈴木会長　　ちょうど今、組織の話が出ましたのでお尋ねしますが、商工会青年部と商工会議所青年部の組織の違いっていうのは、あるんでしょうかね？

松村会長　　自分の県で感じた事ですが、最近、商工会議所さんと私どもの商工会青年部、中央会の青年部、そしてJCの皆さんとで、連絡協議会といえるものを始めました。商工会議所さんは、熊本県の場合、1個1個独立している感があります。良い意味では、自主性があると言えますが、連合会の看板をしょってる割には、連帯感が少し欠けているのかなぁという感想を持ちました。

鈴木会長　　良い悪いは別として、商工会議所青年部の組織というのは、いわゆる400ある単会が一番下にあって、その上に県連があって、ブロックがあって、その上に商青連という組織があるといったピラミッド的な組織では全くないんですよ。

　　　　　単会が基本なのです。自分の町だけじゃなくて、隣の市と連携しても面白いねって事で、県連が出来て、県を越えてもう少し広域で勉強しようという事で、ブロックが出来て・・・という流れです。ですから、組織から言うとですね。単会＝私達の全国組織のメンバーなんですね。県連＝メンバーです。ブロックも同じ・・・。それぞれ会員なんです。それぞれが、命を持って、責任を持ちながら、一つの完結したシステムが動いてるんです。

　　　　　　私がいつも思っているのが、商青連は宇宙みたいな組織ではないかということ。単会とか県連とかブロックとかが、惑星みたいにくっついたり離れたりしながら、グルグル回っている。でも、全体からすれば、調和はとれ、システムとして動いている。決して、全国の会長の上意下達でピラミッドの組織をやっていませんよと。商青連には、単会、県連そしてブロックのサポートという大きな役割があります。もう一つは全国の組織にしかできない役割というのがあるはずです。もっともっと外へ向けての、影響力が発揮することですね。

松村会長　　私自身も会長になった時に、フラットでいたいと強く思っていました。ただ、それぞれの組織の違いとして一つ感じるのは、お金の問題ですね。県から補助金を頂く。その為には、結束力が必要です。行動のないところは、貰えませんからね。その意味で、一個の個性と一つの固まりの中で、両方やらなくちゃいけないような組織体質ができたのかなと思います。

　　　　　　私の好きな言葉に「無秩序の中の秩序」があります。一見綺麗な丸のようだけど、ぐちゃぐちゃしていていい。また、ぐちゃぐちゃしているけれど綺麗な丸だねっていう風。組織というのは、常にピラミッドではなくて、ある時には、四角であり丸である、理想はそこなんですね。

鈴木会長　　組織の在り方というものが、変わるべき時に来ているのかなと思うんですよね。20世紀っていうのは、ピラミッド型の組織で、企業で言えば、大量生産、大量消費の時代でしたから、現場は難しい事、余計な事は考えない。決められた事を効率よくやればいいんだとね。ところが、時代が変わって来て、「一つの同じ商品じゃあもう満足できない」「俺は、こうしたい、ああしたい、」、そういうお客様に対応していこうと思うと、いちいち上へ伺い立てていると、もう全然勝負にならない。いかに、お客様に一番近いところに情報を与え、間違いのない判断をしていくかという事が重要になってくる。

松村会長　　でも、思いませんか。我々の世代は、それは意識して出来ることだと。ところが、それがまかり通らないのは、やっぱり何かがあるんでしょうね。

鈴木会長　　それを今、可能にする一つの大きな要素がITですよね。下から上に行く時に何が一番違うかというと、情報量なんですよね。部長さん、課長さんが平社員より情報を持っていて、少しずつ小出しする事によって、人を動かしていた、それが今は全く通用しない。

松村会長　　そうですよね。組織のフラット化を目指して、メルマガを配信しているんですが、これがなかなか普及しないんですよね。7万人いて、今4千5百ぐらいかな。

鈴木会長　　私どもも、遅ればせながら、今年の4月からメルマガを、月2回始めて、1万1千ぐらいですかね。

松村会長　　数を増やすっていうことよりも、本当に使う事、本当に使える人が大事だと思っています。ただもう少し真剣に取り組んで普及していきたいと考えています。正月とお盆に、お歳暮大作戦とお中元大作戦をやって欲しいというリクエストがあって、やってみました。そういう人が増えてはきているんですが、部員の中で、買う側と売る側っていう風な形がまだ浸透してないですね。

鈴木会長　　私どもの場合は、もっと手前の問題なのかなと思うんですよね。商青連ならびに日本商工会議所の情報が、今までのルートですと、各地の商工会議所事務局経由で、青年部のメンバーに届いた時にはもう半年前の話だったりするわけです。日商に出入りすると、けっこう役に立つ情報とかあるんですよね。補助金にしても、税制の問題にしても。

松村会長　　ダイレクトに情報を受け取りたいです。ただ受ける側の問題でもあると思っています。私も地方にいましてね、全国の会長にならない限りは、おおよそ知るはずのない施策があったりして、得をしたような思いはありますね。

鈴木会長　　もっと、みんなに知って貰いたいですね。

松村会長　　　私が得をしたように、皆さんも得してくださいよと。商工会というのは本当に小さな町や村が主ですから、たまたま全国の会長になっただけで、180度言ってる事が変わるわけです。

ところで、お互いに全国大会をやっていますが、この意義づけをどう考えていらっしゃいますか。私どもは、今まで大々的にやったのは、5回なんです。3千人から4千人位の規模ですが、まあ、3回目ぐらいまでは、やる事に意義がありました。しかし、4回目、私が会長になる頃から、何を求めて来るのか、何を創造していく大会にしなければならないかというのが課題になったんです。第5回の石川大会では、『あきんどネットワーク商談会』という大商談会を初めてやってみました。全国７万人の中で32社の参加でしたが、32人も志ある方がいたのかと、嬉しい思いもありました。

私の友達で、10年間行商をやって、1千万単位の会社から億単位の会社に、一代で築き上げた方がいます。その時間を短縮できるのが、こういう組織なのだという思いで始めたんです。熊本でね、太鼓を作っている青年部員がいるんですね。10人と商談しまして、2件成約したんですよ。彼は、「来て良かった」と。「熊本の田舎にいては、10人の内の2件、成約を貰えなかったよ」と、「ああ、こういうのっていいですね」って言ってたんです。

鈴木会長　　私どもも、去年は大阪、今年は米子と、全国大会を毎年やっているわけですけども、その中で、二つ凄く大切だと思っている事があります。一つは、そこの開催地に何が残せるかということ。もう一つは、そこへ来てくれた人達に、何が始まるかということです。その大会を、地元でやったって事から、その地元が、どう変われるのかが大事だと思うんです。

　　　　　　私どもには全国大会とか、大会関係を統括する企画委員会というのがありまして、その中のひとつの新規事業として、『全国大会特区』っていう構想を立ち上げて貰っているんですよ。私どもは全国大会を、１泊2日、その時だけの全国大会じゃないよねって思うんです。その前も後も、大会をめぐって何か地域が変わってくる。その事を、今、流行の言葉で特区という言葉を使っただけなのですが。「何か今年提案してみようか。」「全国大会をやることで、地元はどうなるんだ」、「そのきっかけとして全国大会を位置づけしたら、どういう風になるんだ」などという観点で、プログラムを考えてくださいと提案しています。

もう一つは、参加してくれている人たちに、何が始まるのかということ。商売人が集まっているわけだから、商売の話がないと、絶対いかんなと。私達もいくつか決まっているプログラムがあるんですが、その中に、ビジネス交流プラザ、いわゆる商談会があり、メンバーがブースを出して、来たメンバーに話をする。しかし、その他に分科会があったり、式典があったり、講演があったりするじゃないですか、どうしても、サブになっちゃうんですよね。

松村会長　　うちも、そうですね。

鈴木会長　　エンジェルタッチというグループウェアでＢｔｏＢを仕掛けていっているわけですけども、全国大会の時に、会ってみようとなれば、もっと時間の短い中でも、充実した交流が出来るんじゃないかなと。そういう流れを上手く作ることができれば、全国大会も、もっと活きてくるんじゃないかなと思うんですね。

松村会長　　仕掛けですよね。「うちは使い勝手がいい組織なんだ」と参加意欲を引き出していく事が、一番魅力の出る組織になるんじゃないかなと思います。　　　　　　家業に相通じるところがあれば、その組織は使い勝手がいいんです。それに気づくのは自分なんですけど。その為の全国大会というのは必要だと思いますね。

　　　　　　なんか、こう共同大会といったものを、これから先開催するのもいいですね。ビジネスを全面的に打ち出しての交流、そしてその他いろんなものを、2の次、3の次と位置付けしてセットすると、おもしろいかもしれませんね。

鈴木会長　　我々の中だけで交流したり研鑚して行く事も大切だけど、何かもっと、外に向けて影響力をつけていくっていうのでしょうか、・・・そういう部分でも何か連携が出来るんじゃないかと思うんですね。

松村会長　　そうですね。うちは今年、少し政策提言をやってみようと思っています。商工政策は、使い勝手の良いものもあるのですが、現場に出てみると、割にちょっとした事で使いにくい場合があります。そこで若い方々に経営者としての現場の意見を出してもらい、これを政策として提言し、具現化出来るものを作って下さいとお願いしているところです。

鈴木会長　　全国商工会連合会、その中の青年部としての役割はどういうものですか？

松村会長　　一般論と私の考え方は、ちょっと違ってまして、商工会の青年部は、少し生意気であっていいと思うんですよね。組織に入ったのは一体何の為だったのか、商工会青年部っていう7万人っていうのは、自分の為に在るべきですし。

鈴木会長　　私どもは、日本商工会議所定款に正式に載ったのは2年前なんですね。ようやく、日本商工会議所の仕事も、少しずつ参画をさせてもらい始めたんですよね。例えば、委員会の中に小委員会があって、メンバーとして入って、色んな事を言ったり、その辺からスタートしています。ただ、それだけじゃなくてね、ヤンチャな部分っていうのも、必要なのかなと思っています。そういう意味では、単独でやるよりは、例えば、商工会の青年部さんと、ちょっと悪ガキと組んでやっちゃったみたいな。

松村会長　　私はいつも思うんですが、対抗軸が必要だと思うんですね。やっぱり、良い兄弟であり良いライバルである。好敵手であるべきだろうと。

鈴木会長　　どんな事を考えて、どんな奴がどんな事をやってるのか、もっともっとお互いに、まず知らないといけないと思います。

松村会長　　厳しい時代に、組織のトップになってみて思うことは、やっぱり組織というのは非常に有り難いし、もっともっとやれる集団になれるなって。潜在能力は高いのに、出し切れないというのは、勿体無い。

鈴木会長　　そうですよね。知恵を集めたり力を合わせたりしないと、打破出来ない時代なのかもしれませんね。そういう意味でも商工会青年部さんも私ども商工会議所青年部も出番です。先日JCさんと対談させて頂いたんですよ。その時にも「今度3人でやりませんか」っていう話が出ました。

松村会長　　いいですね。

鈴木会長　　JCさんは、商工会青年部さんと商工会議所青年部とは、少し経過が違う組織ですし、目的も全然違うのですが、同じ地域の中で、同じような年代で、手法は違うかもしれないけども、地域の事を考えながら、自分の商売をベースにしながらやっているところでは同じです。

松村会長　　一つになる必要はないんですよね。

鈴木会長　　ない、ない。

松村会長　　性格が違うんですから・・・。同じ世代っていう括りの方が大事なのかな。その事を意識して動くことは、とっても大事なんだなと思うようになりましたよ。今までは、世代よりも、組織を意識していたと思いますね。

鈴木会長　　今日の対談は、それぞれのメンバーさんにお伝えしたいって事がメインですが、3人でやらせて頂く時には、メンバーはもちろん、一般の方々にメッセージを発信できるような鼎談にしたいと考えています。外部の方から見たら、商工会も商工会議所も一緒だし、JCも同じように見られていると思うんです。

私達は別の団体です。でも、この部分は、共感しているから、こういう事は力を合わせて一緒にやっているんですよ。と。

松村会長　　もう一つご提案なのですが、これを機会に、まずお互いを知りましょう、ということで、例えばそれぞれに委員を出してですね、政策提言などについて出来るか出来ないかを話してみたらどうでしょう。

鈴木会長　　出来る、出来ないから始めるわけですね。この間、JCの揚原会長とお話しした時に、JCさんからも、そのような話がありましてね。私ども、今年特別委員会で、コミュニティービジネスを取り上げている委員会があるんですね。JCさんも、似ているような事業をやってらっしゃるんですよね。そういうところが、少し相乗りできるところがあるかもしれません、という話はしています。

鈴木会長　　今とてもデリケートな時代なので、コミュニケーションを取りにくいわけです。ただ、我々は、もう少しフレックスな立場として機能していきたいですね。

松村会長　　そう思いますね。

鈴木会長　　商青連としては、個別の案件に賛成とか反対とか言える立場にはないわけで、それはそれぞれの地域の中で議論されて決められるべきだと思います。しかし、いずれにしても、同じ地域の中で商売をやっている、同じような年代同士がコミュニケーション出来ないのはまずいと思いますので。
松村会長　　本当に合併は大変ですよね。組織の存続もかかっていますし・・・。　　　　　　私の地元は、今年4月1日に、町村合併をやったんです。終わってみますと、町村合併はやるかやらないかで議論しているようでも議論にならないんですよ。例えば、6町村合併、3町村合併、違う家に2家族住んでいるのが1つの家に暮らそうとしているわけですから、それぞれの言い分があるわけですよ。要は、やるかやらないかですよ。問題は、合併した後なんですよね。地域で生きようとすると、そういうのは、大事な話だと思うんですね。商工会はその一役を担うべきだと思いますし、世代としてもそうですね。

鈴木会長　　そういう意味では、本当にそういう人との地域の中で、我々の年代が、より以上に、ざっくばらんにお話しが出来るような人間関係を今から作っておかないと難しいですよねぇ。

本日はありがとうございました。

松村会長　　ありがとうございました。
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